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●令和 2年 7月豪雨災害での町内の被害状況

令和2年7月豪雨災害

南山田地区金山で発生した土石流

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
町
民
皆
様
の
早
期

避
難
や
生
命
を
守
る
た
め
の
最
善

の
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
よ
り
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
町
内
各
地
で
家
屋

の
浸
水
や
道
路
・
農
地
等
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
早
期

の
復
旧
・
復
興
に
む
け
て
動
き
出

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
局
地
的
に
短
時
間
に
激

し
く
降
る
大
雨
等
に
よ
り
、
何
十

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
災
害
が
全

国
で
毎
年
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
河

川
の
増
水
の
早
さ
や
氾
濫
等
、
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た

も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
ま

さ
か
」
の
想
定
外
が
、
今
後
も
い

つ
・
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
梅
雨
明
け
し
、
こ
れ
か

ら
台
風
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　
雨
に
よ
り
地
盤
が
緩
ん
で
い
た

場
合
、
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
さ
か
」
の
時
に
、
自
然
災

害
か
ら
あ
な
た
の
生
命
を
守
る
た

め
に
必
要
な
備
え
や
対
策
等
に
つ

い
て
、
普
段
か
ら
ご
家
族
や
地
域

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
災
害

か
ら
生
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

令和２年７月豪雨災害による、
九重町内の橋梁や道路、農地・
ハウスや水路等の農業用施設、
林道、ＪＲの鉄橋や線路等の被
害状況の一部

写真について
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区　　分

建物の被害

生活、その他

町道
準用河川

農地（田・畑）、
農業用施設

地区水道

内　　　容 お問い合わせ
消毒液と消石灰の配布
住居の応急修理
障害物の撤去
税金や保険料の減免・猶予制度
各種証明交付手数料の免除
被服、寝具その他生活必需品の配布
健康に関する困りごとについて
復旧工事に関すること
復旧工事に関すること
復旧工事に関すること　※8/5 受付終了
復旧工事に関すること

保健福祉センター
危機管理情報推進課
危機管理情報推進課
税務課
住民課　
健康福祉課
保健福祉センター　
建設課　
建設課　
建設課　

農林課

　

☎76-3838
☎76-3801
☎76-3801
☎76-3803
☎76-3802
☎76-3821
☎76-3838
☎76-3811
☎76-3811
☎76-3811

☎76-3804

復旧工事に関すること 建設課 ☎76-3811

●令和２年７月豪雨災害に関するお問い合わせ

●令和２年７月豪雨災害について

町
国
国
町
町
国
町
町
町
国
町

県・町

・令和２年７月豪雨で被災した農地及び農業用
施設で、国の災害復旧事業の対象とならない
ものに対する町単小災害復旧事業。
　※８/５以降も受付しています

区　　分 お問い合わせ
県道、国道 387号に関すること
一級河川に関すること
国道 210号に関すること
生活の困りごとについて

玖珠土木事務所　　　　　☎72-1152
玖珠土木事務所　　　　　☎72-1152
日田国道維持出張所　　　☎0973-23-8143
九重町社会福祉協議会　　☎76-2500　

・大雨や台風、地震等で住まいが被害を受けられた場合、さまざまな被災支援を受けるためには、原則写
真が必要となります。
・撮影は、カメラでもスマートフォンでもかまいません。
・必ず、修理・片付け前の被災状況のわかる写真をできるだけ多く撮影してください。
　（ 例 全体を写した写真、四方から撮った写真、浸水の場合は高さがわかる写真　等）

・各種支援制度には一定の適用基準等が設けられています。適用とならない場合もありますので、必ず事
前にお問い合わせをお願いします。

住まいが被害を受けたら、まず「写真撮影」を

※青色の 国 が記載された制度は、7月 6日に適用された「災害救助法」による制度

その他のお問い合わせや相談窓口

●九重町の被害状況　＜7月 31日現在＞
・浸水　170戸（床上 75戸、床下 95戸）
・半壊　  78 戸（大規模半壊・半壊・準半壊）
・全壊　　 7 戸
※現在現地調査を行っている段階のため、被害状況
　は確定数字ではありません。

●河川の 1時間ごとの観測における最大水位
・松木川竜門橋　　　3.14ｍ
・野上川寺田橋　　　4.60ｍ

・町田川第一桐木橋　3.23ｍ
※7月 7日午前 7時以降は観測機破損により数値なし

[氾濫危険水位：竜門橋 2.40ｍ、寺田橋 3.8ｍ、第一桐木橋 2.6ｍ]
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・
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
大
分
支
店 

様

（
タ
オ
ル
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
）

・
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社 

様
（
タ
オ
ル
）

・
Ｄ
ａ
ｌ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ 

様
（
タ

オ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
）

・
株
式
会
社
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
サ

ニ
ー 

様
（
栄
養
ド
リ
ン
ク
）

・
尾
西
食
品
株
式
会
社　
様
（
備
蓄
食
料
）

・
株
式
会
社
消
防
防
災
大
分
本
店　

様

（
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
）

・
大
分
県
薬
剤
師
会 

様
（
給
水
車
貸
与
）

※

順
不
同
。
７
月
31
日
現
在
の
情
報
で
、

掲
載
に
ご
承
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
団
体
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
他
に
も
団

体
や
個
人
の
方
か
ら
も
ご
支
援
品
等
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　避難情報等を防災行政無線（屋外スピー
カーと個別受信機）でお知らせします。
　なお、大雨の際には雨の音で、放送される
音声が聞き取りにくくなることもあります。
お知らせした情報等は、九重町ホームページ
等にも避難情報等を掲載しますのでご確認を
お願いします。

警戒レベル3
□避難に時間のかかる高齢者等は、避難所に避難しましょう。
□その他の人は避難の準備をし、いつでも避難ができるようにし
てください。危険を感じた場合は自主的に避難してください。

　災害時に停電になると、受信機が放送を受信できなくなります
ので、電池が入っているか事前に確認をお願いします。

●放送が終わったあと、ピーピーピーという大きな音が鳴る場合
①電池ボックスに入っている乾電池が放電（電池切れ）してい
ることをお知らせする音が鳴っています

②新しい乾電池に交換し、電源スイッチを入れなおしてください

・本体前面左側のカバーの中に、電池ボックスがあります。
・使用できる乾電池は、単１から単３までで、いずれかを２本ずつ使用し
ます。
※異なる乾電池（単１と単２の２本など）を組み合わせて使用すること
はできません。

・電池で個別受信機が動作している場合（停電等により）、約24時間で電
池切れとなり、放送を受信できなくなります。

九重町が発令

避難準備・
高齢者等避難開始

　
ま
た
、
義
援
金
や
災
害
支
援
ふ
る
さ

と
納
税
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
き
ま
し

て
も
、
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

●
災
害
義
援
金

　
21
件
（
１
０
，
１
５
０
，
０
０
０
円
）

●
災
害
支
援
ふ
る
さ
と
納
税

　
１
，
４
４
４
件

　
　
（
６
，
３
８
６
，
５
０
０
円
）

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
（
九
重
町
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

 　
延
べ
２
，
０
１
４
人〈

７
月
31
日
現
在
〉

避難情報のお知らせについて

▲九重町HP
災害時は、ホームページのトップ画面を
災害モードにして緊急情報を掲載します

交換方法

鳴っていませんか？

ピーピーピー！
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警戒レベル5

気象庁が発表
早期注意情報

□全員速やかに避難しましょう。
□河川の増水や浸水が早く、屋外を移動し避難するほうが危険な
場合は、自宅の2階や近くの高い建物の上階へ避難しましょう。
□生命を守る行動をしてください。

九重町が発令（※）

災害発生情報

警戒レベル4
九重町が発令

　猛烈な雨や強風時、また夜間に移動することは大変危険です。
河川の氾濫や水路の増水等により、道路と水路等の区別がわから
なくなっている場合もあります。
　地域で声をかけあって、明るいうちに近くの避難所などの安全
な場所に避難しましょう。
　なお、２階建ての家屋であれば２階に移動することや、災害リ
スクの低い場所（崖から離れた部屋や頑丈な建物等）に避難して
ください。

夜間や災害が発生してからの避難は危険です！

避難勧告
避難指示（緊急）

□既に災害が発生している状況です。
□生命を守るための最善の行動をとってください。

※災害が実際に発生していることを把握した場合に、可能な範囲で発令されます

防
災
士
資
格
試
験
の
受
講
者
募
集

●と　　き　　11月 21日（土）～ 11月 22日（日）2日間
　　　　　　　※事前のレポート作成、2日間の研修・試験で合格した方は、消防署で
　　　　　　　　行われる普通救急救命講習（別日に開催）を受けていただきます
●と こ ろ　　九重町役場　3階 301会議室
●定　　員　　20名（申込み先着順）
●費　　用　　無料（研修受講・資格試験等の費用負担はありませんが、会場までの交通費は
　　　　　　　個人負担です。当日は証明写真を 1枚ご持参ください）
●申込期限　　9月 30日（水）まで
●申込方法　　受講を希望される方は、危機管理情報推進課（☎76-3801）までご連絡ください

防災士になって
地域の防災力を
高めませんか !?
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　通常の食品よりも長く持つように作ら
れている非常食ですが、賞味期限・消費
期限はあります。
　いざという時の期限切れを防ぐ方法と
して、「ローリングストック法」で「循
環消費」をしていきましょう。
　「ローリングストック法」では、賞味
期限・消費期限に応じて普段の生活で消
費し、消費した分を買
い足していくことで、
常に新しい食品を備蓄
することができるの
で、いざという時に期
限切れがなく備えら
れ、安心です。

避難しなければならないときに持ち出す「非常用持出品」

避難後の生活を支える「非常備蓄品」

高めよう！高めよう！ 家の家の防災力防災力

　必要なもの（非常用持出品）をリュックサック等に詰めておき、いつでもすぐに持ち出せるよう
に備えておきましょう。

　大災害が発生したときには、電気や水道、通信（電話やテレビ等）などのライフラインが止まっ
てしまう可能性があります。
　今回の災害においても、一部地域で電気や水道が止まり、電話が通じにくくなる等が起こりまし
た。このような大災害の際、ライフラインが止まっても自力で生活できるよう、普段から飲料水や
非常食などを備蓄しておくことが大事です。

　 非常用持出品のチェックリスト

　 非常備蓄品のチェックリスト（1人分）

携帯用飲料水

食料（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレート など）

救急用品（絆創膏、消毒液、包帯 など）

懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池

衣類（着替え、下着 など）

ウイルス感染予防用品（マスク、ウエットティッシュ、体温計、スリッパ など）

乳児のいる家庭は、ミルクや紙おむつ、ほ乳びん 等

飲料水（1人 1日 3リットル×3日分）

食料
・ご飯
　（水やお湯を注ぐだけで食べられるアルファ米
　 など 1人 5食分を用意）
・板チョコ
・ビスケット
・乾パンなど
★1人最低 3日分の食料を備蓄しておきましょう。

衣類（着替え、下着 など）

マッチ、ろうそく

カセットコンロ

トイレットペーパー、ティッシュペーパー

貴重品（現金、預金通帳、印鑑 など）

ヘルメット、防災ずきん

常備薬（おくすり手帳）

毛布、使い捨てカイロ

・1人につき最低3日分の用意が必要
・水は、1人1日あたり3リットルの飲料水が必要と言われていま
す。なお、夏場は脱水症状になりやすいので、経口補水液や塩分
タブレット等も準備しておきましょう。

大切なのは、中身の確認と見直し



　自宅を離れて慣れない避難所で生活するのは、とても不自由なことです。慣れない生活や不安が
ストレスとなり、体調を崩してしまうこともあります。
　災害時こそ、互いに協力し譲り合い、“助け合いの心”を心がけましょう。

　大きな災害が発生した際、「災害用伝言ダイヤル」や「災害用伝言板」
が提供されます。“無事を伝えたい”“無事かを知りたい”時の連絡方法とし
て、家族みんなで使い方を知っておきましょう。

　開設する避難所は、行政防災無線等でお知らせします。なお、地震等の発生により急きょ開設するこ
ととなった場合は、施設（地区公民館や体育館等）の安全が確認できてからの開設となります。

８ページの「非常用持出品のチェックリスト」のものを、できるだけご持参ください。
（チェックリストにはありませんが、避難所のスペースの多くは床が堅いため、座布団やマットなど
が必要な方はご持参ください）

避難所のご利用について

災害時に安否確認をするために

・避難所の収容人数の管理等のために必要ですので、受付をお願いします。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、体温を測ったり、体調についてお伺いす
ることがあります。

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、できるだけ、マスクと消毒液等をもって
避難をお願いします。また、限られたスペースではありますが、できるだけ人との
距離を保っていただくようお願いします。

・避難所の収容人数の管理等のために必要ですので、一時的に帰宅される際や帰宅さ
れる際には、受付にお申し付けください。
・災害発生時に避難所から帰宅するのは大変危険ですので、絶対にしないでください。

■避難所の開設について

■避難所に行ったら

受付で名前等を
記入します

■避難所に持っていった方がいいもの等

３密を避けて
過ごしましょう

一時帰宅・帰宅
は受付に報告を

※「自主避難所」の場合、災害対策基本法に基づく指定避難所とは異なり、自主避難を希望される方を対象に一時的
　に開設されるため、食料や飲料水等の提供はありませんので、必要最低限のものをご持参ください。

災害用伝言ダイヤル 171 災害用伝言板

録音は1
電話番号を入力

（固定電話は市街局番から）

伝言を入れる

再生は2
電話番号を入力

（固定電話は市街局番から）
安否情報の
登録・確認

災害用
伝言板

安否情報の
確認

伝言を聞く
各社携帯電話 携帯電話やパソコン

無事です 避難所にいます
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「災害用伝言
　　ダイヤル 171」

＆
「災害用伝言板」




